
関西国際空港のCSRの方針
関西国際空港の持続的な発展を目指して、会社の役員、社員が共通の認識のもと、心を一つにして２００７年に改定した
企業行動憲章に基づいてステークホルダーとの継続的な対話をベースに経営理念の実現に努めています。
多様なステークホルダーの皆様（利害関係を有する方々）への責任を明らかにすることはもちろん
さまざまな仕組みで皆様のご意見・ご要望を日常的にお伺いし、良好な関係を構築できるよう心がけています。

関西国際空港株式会社（ＫＩＡＣ）グループ企業行動憲章

関西国際空港

KIAC
グループ

環境空港利用者

株主・投資家

取引先 社員

地域社会

世界最高水準の基幹国際空港を実現し、人とモノの交流を通じて人 の々相互理解と世界の平和と繁栄に
貢献することを目指します。

良き企業市民として、法と社会のルールを遵守し、公正で透明な経営を追求するとともに、
地球との共生、人間性の尊重、地域社会との調和に努めます。

社員一人ひとりの向上への意欲と多様性を尊重し、創造力とチームワークを高める企業風土を作ります。

経営理念

わたしたちは、安全安心と顧客満足を基本におき、
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行動指針
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国際拠点空港としての更なる発展を目指して
24時間稼働する日本初の完全空港としての特色を活かし、世界、特に
アジアとの経済・文化交流のゲートウェイとして、また国際貨物ハブ空港
として、国の内外にわたる旺盛な航空需要に対応できる国際拠点空港へ
の発展を目指します。 

安全・安心な空港の実現
安全確保はもとより、すべてのお客様に信頼され、安心してご利用いただ
ける空港づくりを行います。

お客様第一主義の実践
すべてのお客様に親しまれ、より多くの皆様にご利用いただけるよう、お
客様第一主義の「使いやすく来て楽しい空港」を実現します。 

空港価値最大化の追求
経営基盤の一層の強化を図りつつ健全な収益の確保に努め、効率的
な経営を行うことにより、早期の完全民営化を目指します。また、完全
供用に向けて必要な施設整備を戦略的に行い、二期島のフル活用を
目指します。 

KIACグループ全体としての
持続的発展
グループ各社が目的を共有し、広い視野と高い能力を有する人材の育成
に積極的に取り組みます。また、グループの持つ経営資源を最大活用し
つつ円滑かつ効率的な空港運営を行い、グループ全体の健全な発展を
目指します。

地域社会との共存共栄
地域社会の一員として、地域に支えられ、愛され親しまれる空港運営に
努めます。

環境保全・創造への積極的取り組み
より良い環境の保全・創造に自主的、積極的に取り組み、人と自然に優し
い地球環境に配慮した空港運営に努めます。

人権の尊重と働きやすい職場環境の実現
人権を尊重する意識の定着を図り、空港を利用する多様な人々の共感
が得られる空港づくりと、誰もが働きやすい職場環境づくりに向け積極
的に取り組みます。 

コンプライアンス経営の徹底
法令の遵守はもとより、社会のルールや企業倫理に沿って公明正大な企
業活動を行います。また、社会的使命を深く自覚し、反社会的勢力および
団体には毅然とした態度で対応します。 

透明性の高い開かれた企業活動の実践
株主はもとより、広く社会とコミュニケーションを行い、透明性の高い開
かれた経営を実践します。 

倫理意識の向上
役員・社員は、本憲章を遵守するとともに、高い倫理観の涵養に努め、良
き社会の一員として行動します。 

ステークホルダーとの関わり

主な取り組み

日常的な対話の方法・機会

●● 安全・安心な空港運用
● 利便性・快適性の向上
● 「お客様の声」への適切な対応
　など

● ご意見箱
● 空港案内
● 空港ウェブサイト　など

主な取り組み

日常的な対話の方法・機会

● 地球温暖化防止
● 公害の防止
● 資源の有効利用
● 自然環境の保全　など

● 環境センター
● 環境ウェブサイト　など

主な取り組み

日常的な対話の方法・機会

● 地域の皆様との対話
● 地域との交流
● 地域貢献活動

● 地元公共団体との対話
● 地域交流イベント　など

主な取り組み

日常的な対話の方法・機会

● 適正な利益を上げる
● コーポレート・ガバナンスの強化
● 適切な情報開示　など

● 株主総会
● 有価証券報告書など決算資料
● 投資家説明会　など

主な取り組み

日常的な対話の方法・機会

● 調達活動の公開
● 公正かつ透明な調達の実践
　 など

● 調達情報
● 技術情報　など

主な取り組み

日常的な対話の方法・機会

● 人権尊重
● 多様な人材の活用
● 社員の安全・健康管理
● 人材育成　など

● 社長訓示
● イントラネット　など

主な取り組み
● 空港内事業者と連携した、お客
　 様サービスの向上や安全確保、
    環境保全　など

日常的な対話の方法・機会
● 関西国際空港飛行場委員会
● CS向上協議会
● エコ愛ランド推進協議会　など

空港内事業者
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関西国際空港二期計画案

関西国際空港は、長距離滑走路を持つ完全２４時間空港という特徴を活かし、
アジアそして世界との経済・文化交流のゲートウェイとして、また国際貨物ハブ空港として、
国の内外にわたる航空需要に対応できる国際拠点空港の役割を果たしていきます。

国際拠点空港としての更なる発展を目指して

アジアそして世界と関西を結ぶゲートウェイとして

　今後、経済のグローバル化がますます進む中で、関西国際空港
は国際競争力と、アジアそして世界と関西を結ぶゲートウェイ
機能を強化することで、関西における観光交流の拡大と関西企業
のグローバル化を支える役割を担っていきます。　　　　　　　

国際貨物ハブ空港として

　航空物流はわが国の経済基盤を支える重要な役割を担ってい
ます。長距離滑走路を持つ完全24時間空港という関西国際空港
の特徴を活かして、日本の国際競争力を強化するために、日本初
の「国際貨物ハブ空港」として発展を目指しています。　 　　　
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